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論文内容の要旨
本論文は，角度位置ぎめ装置におけるアナログ・ディジタル変換に便利な 1 ートラック m-n-p
符号とその応用に関する研究について述べたものである。
第 1 章においては，本論文の内容の概略を述べるとともに，本論文に関連する問題の簡単な説明を
行なって，本論文の位置づけと問題提起がなされている。
第 2 章と第 3 章においては，角度位置ぎめ用符号に関する鴨居によって示された条件を紹介し，そ
の条件から作られる 1- トラック 10- 5 -2 符号の説明を行ない， 1- トラック m-n-p 符号の符
号語のなかの記号の巡回置換を用いて 1- トラック m-n-p 符号を作成する方法が示されている。
この方法を電子計算機を用いて適用すると，従来の総点検法よりもかなり速く 1 ートラック m-n­
p 符号を作成しうることが示されている。
第 4 章と第 5 章においては，ベクトルの直交化の性質を用いて特殊な 1 ー・トラック m-n-p 符号
を子計算あるいは電子計算機により作成する方法を示し，その方法により作成された符号の特徴が説
明されている。また，遷移表と呼ばれる表を使用して，子計算または，電子計算機で 1- トラック m
-n-p 符号および多重トラック m-n-p 符号を作成する方法が説明されている。
第 6 章においては，以上のようにして作成される 1- トラック m-n-p 符号が重複して作成され
るのを防ぐために，巡回置換と共役な置換によって作成される符号がもとの巡回置換のみで， 1 ート
ラック m-n-p 符号を作成すれば充分であることが示されている。
第 7 章にまf いては， 1- トラック mー n-p 符号が線型符号，巡回符号等とのあいだに持つ関係に
よって，線型符号，巡回符号等のパリティ検査行列を誤り検出に使用できることから， 1 ートラック
-388-
m-n-p 符号による誤り検出および訂正の方法が説明されている。
第 8 章には， 1- トラック m-n-p 符号の作成例が掲げられている。
第 9 章においては， 1- トラック m-n-p 符号と他符号，すなわち線型符号， SIB符号(グレイ
イ符号)、リッペル符号，等との比較が述べられている。
第10章においては， 1- トラック m-n-p 符号の角度位置ぎめ装置への実用例について述べられ
ている。
第11章には，結論が述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，角度位置ぎめ装置にむけるアナログ・ディジタル変換に有用な 1- トラック m-n-p
符号とその応用に関する研究であって，その成果を要約すると次のようである。
(1) まず，角度位置ぎめ用符号に関する鴨居の条件を満足する 1- トラック m-n-p 符号について
詳細に考究し，その組織的構成法を明らかにしている。
(2) 1- トラック m-n-p 符号の一般化形式である多重トラック m-n-p 符号の計算機による構
成法についても明らかにしている。
(3) 1- トラック m-n-p 符号の誤り訂正能力について明らかにするとともに，従来知られていた
SIB符号(グレイ符号)、リッペル符号等との明確な対比を行なっている。
これら (1) (2) (3) は，いずれも本論文によって始めて解明されたものである。以上のように本論文
は角度位置ぎめ用 1- トラック m-n-p 符号とその応用に関する研究成果を述べたものであって，
情報工学，電子工学に寄与するところが大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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